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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、個人知を活用することの有用性を提示し、価値共創のさらなる発展
に寄与することであった。その背景には、個人の知識や能力を、社会で活用しきれていないという問題意識があ
る。これを解消するひとつの方法として、本研究ではスキルシェア（個人間で必要なスキルを取引すること）の
活用に着目し、スキルシェア参画者が得るメリットを精査した。その結果、スキルシェアを行うことで、当人の
ウェルビーイング（心身ともに健やかであること）が向上することが示された。またその効果は、スキルシェア
の目的が報酬目的でも趣味目的でも同様であった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to present the usefulness of utilizing 
personal knowledge and to contribute to the further development of co-creation among all 
stakeholders. In the background, there is an issue that the knowledge and abilities of individuals 
are not fully utilized in society. This study focused on the use of knowledge-sharing as a solution 
to this problem, and examined the benefits that participants in knowledge-sharing can gain from it. 
The results showed that knowledge-sharing improves the wellbeing of the participants.Moreover, the 
effect was equivalent whether the purpose of knowledge sharing was for remuneration or for hobby 
purposes.

研究分野：マーケティング

キーワード： 個人知　スキルシェア　ウェルビーイング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、スキルシェアが金銭的な報酬をもたらすだけでなく、人々のウェルビーイングを向上させることを
明らかにした。政策的にシェアリングエコノミーの拡大が進められる中、経済的価値のみならず、社会的価値の
派生を示した点が、本研究の学術的・社会的な意義である。またこの結果は、スキルシェアがウェルビーイング
を向上させる副業になりうることを示唆する。働き方が多様化し、リカレント教育やリスキリングなど大人の学
びが政策的に進められるが、獲得した知識を活かすことで、人々のウェルビーイングが向上するという事実は、
意義のあるものであると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究の背景には、社会に出ることなく、個人の中に埋もれたままの知識や能力をいかに引き
出すかという課題意識がある。ユーザーイノベーションの研究では、社会に有用な個人のアイデ
アが、活用されることなく個人に固着している状況が指摘されてきた（引用文献 1, 2）。これに
対する解決策として、Aoki (引用文献 3)はシェアリングエコノミーにおけるスキルシェアに着目
し、スキルシェアが当事者の持続的幸福度を高めるという研究結果を示して、その有効性を説い
た。 
研究開始年である 2020年は、世界的に COVID-19の感染拡大の影響を受けて、様々な分野で
パラダイムシフトが加速した。日本でも、外発的に働き方改革やデジタルシフトが促され、副業
や複業が受容され始めた。このような潮流は、個人のスキルの重要性を浮き彫りにし、図らずも
本研究テーマの意義がより重要性を増す社会状況となった。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、個人の幸福度を高めるメカニズムを明らかにすることである。それによって、
個人知の活用を促進し、社会に有用な価値を創出することを目指す。シェアリングエコノミーの
発展に伴い、個人が参画する Consumer to Consumer (C to C)ビジネスが活況である。本研究で
は、その中でも特に、個人知を活用するための有効な施策として、知識や経験などの無形資産を
活用するスキルシェアに焦点を当てて、当事者への便益について考察した。 
 なお、本研究において、スキルシェア参画者とは、隙間時間などを活用して、個人の知識や能
力を、それを必要とする人に提供する人を指す。副業として行う場合もあれば、趣味やボランテ
ィアで行う場合もある。本研究では、金銭的報酬を得ることを目的とする人を「副業者」、それ
以外の人を「非副業者」として区別し、両者の違いについても考察した。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、以下の手順で進められた。 
（1）スキルシェア参画者へのインタビュー調査 
（2）スキルシェア参画者と非参画者のアンケート調査 
  
(1)のインタビュー調査は、スキルシェア参画者の持続的幸福度が向上するという研究結果（引
用文献 3）を踏まえて、なぜそうなるのかを追究するために実施した。大人のレゴファンを中心
に、何らかの形でスキルシェアを実施している 15 名を対象に、デプス・インタビューを実施し
た。インタビューの結果は、GTA の手法を用いて分析した。 
 
(2)のアンケート調査は、スキルシェア参画者の中でも、副業者と非副業者の比較を行うために
実施した。それに先立って、スキルシェア参画者と非参画者の持続的幸福度の比較を行い、先行
研究（引用文献 3）との整合性を確認した後で、両者のモチベーションや、持続的幸福度の水準
について分析した。 
なお、持続的幸福度とは、ウェルビーイングに寄与するものであり、ポジティブ感情（Positive 
emotion）・エンゲージメント(Engagement)・他者との関係性(Relationship)・人生の意味・意義
（Meaning）・達成感（Achievement）という５つの要素（PERMA）から成る（引用文献 4）。本研究
では、Butler & Kern（引用文献 5）が開発した、15項目から成る PERMA の尺度を用いて、回答
者の持続的幸福度を計測した。 
モチベーションについては、ユーザーイノベーションの研究で、オンラインの共創プロジェク
トに参加者のモチベーション項目として開発された、10 のモチベーション項目（引用文献 6）を
用いた。 
 
４．研究成果 
 
 インタビュー調査の結果、スキルシェア参画者（大人のレゴファン）は、自分が長年培ってき
た知識や経験を、他者に共有することで、さらに深化させており、それがさらなる知識共有（ス
キルシェア）への原動力となっていた（図 1）。また、インタビュイーらの関心は、最終的には次
世代を担う子供たちの創造力を育むことに向けられていた。そして、一連のプロセスにおいて、
PERMA の要素との関連性が確認され（図 1）、インタビュイーらが知識を共有し、他者との交流を
通じてウェルビーイングを向上させているという結果が得られた。また、仲間内の知識共有だけ



でなく、世代を超えた知識の伝承の環が確認されたことは、本調査において重要な発見であった。 
 
 

 
 インタビュー調査では、趣味としてスキルシェアを行う人もいれば、趣味が高じて、副業や本
業として携わる人もいた。しかしながら、両者のモチベーションに差異は見受けられなかった。
この事象は、レゴ特有のものであるのか、一般的なものであるのかが次なる研究上の問いとして
浮かび上がってきた。そのため、18-65 歳の男女を対象にアンケート調査を実施し、スキルシェ
ア参画者の中でも、副業者と非副業者の違いについて分析した。 
 アンケート調査の結果、まず、スキルシェア参画者（n=1,031）と非参画者（n=983）の PERMA
の水準は、5項目全てにおいて、前者が有意に高いことが示された。これに対して、副業者(n=419)
と非副業者(n=612)の PERMA の水準は、どの項目においても有意差が確認されなかった（表 1）。
さらに、モチベーションについては、10項目中、有意差が確認されたのは、「報酬」と「他者貢
献」の 2 項目のみであった（表 1）。副業者が報酬に高く動機づけられていることは、当然とも
いえる結果であるが、他者貢献という項目で有意に高い水準を示した点は、注目に値すべきであ
る。これについては、報酬を支払われることで、より自身のスキルが必要とされていることを実
感できるのではないかとみている。 

 
  
 

図 1 レゴファンの知識共有の流れ 

表 1 副業者・非副業者の比較結果 



 最後に、どのモチベーション項目が PERMA の要素と関連しているのかを確認するために、重回
帰分析を実施した。その結果、「他者貢献」が PERMA の要素 5項目全てに、そして「楽しい」が
5 項目中 4 項目で、有意に関連していることが示された。その他、「知的好奇心の充足」、「情報
収集」も PERMA の要素との有意な関連性が確認された。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 この結果は、インタビュー調査の結果と整合する。まず、スキルシェアが「楽しい」という動
機づけスタートし、次世代への継承という形での、「他者貢献」に終着している。そして、そこ
に至るプロセスで、「知的好奇心を充足」させたり、他者との共創的に競い合うことで「情報収
集」を行ったりすることで、自らの知識や経験を深化させている。インタビュー調査の結果が、
定量的に裏付けられる形となった。 
 
 以上の結果から、スキルシェアは報酬目的・趣味目的に関わらず、人々が楽しみながら他者貢
献を行い、結果としてウェルビーイングが向上すると結論づける。政策的にシェアリングエコノ
ミーの拡大が進められる中、経済的価値のみならず、社会的価値の派生を示した点が、本研究の
学術的・社会的な意義である。またこの結果は、スキルシェアがウェルビーイングを向上させる
副業になりうることを示唆する。働き方が多様化し、リカレント教育やリスキリングなど大人の
学びが政策的に進められるが、獲得した知識を活かすことで、人々のウェルビーイングが向上す
るという事実は、意義のあるものであると考えている。 
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表 2 重回帰分析結果 
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